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要 旨  
 
本 研 究 は 、 在 宅 療 養 に お け る 为 介 護 者 の 健 康 管 理 行 動 に 及 ぼ す 要 因 と
そ の 関 連 性 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。 方 法 は 、 A 市 内 4 か 所 の 居 宅
支 援 事 業 所 利 用 者 の 为 介 護 者 6 1 人 を 対 象 と し 、訪 問 に て 面 接 お よ び 自
記 式 質 問 紙 に よ る 調 査 を 実 施 し た 。 保 健 行 動 に 関 す る 理 論 を 基 に 概 念
枠 組 み を 作 成 し 、 対 象 者 属 性 、 要 介 護 者 属 性 、 保 健 行 動 の 優 先 性 、 健
康 管 理 行 動 、 健 康 的 な 食 事 、 満 足 感 に つ い て 検 討 し た 。 共 分 散 構 造 分
析 の 結 果 、 対 象 者 の 属 性 及 び 要 介 護 者 の 属 性 を 除 く 構 造 モ デ ル の 適 合
は 、 統 計 的 に 適 合 水 準 を 満 た し た 。 在 宅 療 養 に お け る 为 介 護 者 の 健 康
管 理 行 動 に は 保 健 行 動 の 優 先 性 が 関 与 し 、 健 康 的 な 食 事 や 満 足 感 に 影
響 を 与 え て い る こ と が 明 ら か に さ れ た 。  
 
K e y  Wo r d： 健 康 管 理 行 動 、 为 介 護 者 、 保 健 行 動 、 F F Q g  
 
諸  言  
 
世 界 的 に 見 て 有 数 の 高 齢 化 社
会 を 迎 え て い る 本 邦 は 、高 齢 化 率
2 4 . 1 ％ と 超 高 齢 社 会 に 進 展 し た
1 ）。こ れ に 伴 い 、 2 0 1 0 年 に は 3 9 0
万 人 と 予 測 さ れ て い た 要 支 援・要
介 護 者 数 は 、 2 0 1 2 年 3 月 末 に お
い て 5 3 1 万 人 に も 上 っ て い る 2 ）。 
介 護 保 険 に 関 し て は 、入 院 期 間
短 縮 化 に 伴 う 地 域 に お け る 重 度
障 害 者 の 増 加 、要 介 護 者 の 増 加 対
策 と し て 、 2 0 0 0 年 の 導 入 以 来 3
年 に 一 度 の 改 正 が 行 わ れ 、 平 成
2 3 年 に は 介 護 サ ー ビ ス の 基 盤 強
化 の た め の 介 護 保 険 法 等 の 一 部
改 変 す る 法 律 3 ） が 制 定 さ れ た 。
そ の 内 容 は 、利 用 者 へ の 複 合 型 サ
ー ビ ス 等 、地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム
の 構 築 を 推 進 し て お り 、地 域 全 体
で 要 介 護 者 を 支 え る シ ス テ ム 作
り が 本 格 化 し て い る 。要 介 護 者 へ
の サ ー ビ ス 充 実 や 重 症 化 対 策 、シ
ス テ ム の 効 率 化 を 図 る 一 方 で 、予
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防 重 視 型 シ ス テ ム の 導 入 3 ）、高 齢
者 の 医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 の
改 定 4 ） な ど 将 来 の 要 介 護 者 を 減
ら す よ う な 取 り 組 み も 推 進 さ れ
つ つ あ る 。介 護 予 防 に 対 す る 保 健
指 導 の あ り 方 も 、対 象 者 の 生 活 ス
タ イ ル に 合 わ せ て 自 ら の 行 動 目
標 を 立 案 し 、実 施 で き る よ う な 働
き か け を 行 う 、为 体 的・自 律 的 な
行 動 変 容 を 目 指 し た も の へ と 変
化 し 、保 健 行 動 を 高 め る こ と へ の
重 要 性 が 指 摘 さ れ て き た 5 ）。  
在 宅 療 養 に お い て は 、介 護 者 が
様 々 な 手 続 き や 介 護 の ほ と ん ど
を 担 う た め 、介 護 度 や 医 療 依 存 度
の 高 い 在 宅 療 養 者 の 介 護 負 担 6 ）
の 問 題 は 深 刻 で あ り 、介 護 保 険 制
度 の 2 0 0 6 年 の 改 正 で 家 族 介 護 継
続 支 援 事 業 7 ） が 創 設 さ れ た も の
の 、十 分 に 活 用 さ れ て い る と は 言
い 難 い 現 状 で あ る 。そ の た め 、こ
の 分 野 の こ れ ま で の 研 究 で は 、介
護 者 の 介 護 疲 労 8 ）や 介 護 負 担 9 －
1 2 ） に 関 す る も の 、 ス ト レ ス 1 3 ）
1 4 ）、身 体 的 健 康 1 5 ） 1 6 ）と の 関 連 、
介 護 継 続 要 因 、ソ ー シ ャ ル サ ポ ー
ト 1 1 ） 1 7 ）や 支 援 サ ー ビ ス 1 8 ）と の
関 係 性 に つ い て 明 ら か に し た も
の が 多 く み ら れ る 。  
今 後 、要 支 援・要 介 護 者 が さ ら
に 増 加 す る 現 状 に お い て 、在 宅 療
養 が 安 定 し て 長 期 間 継 続 で き る
た め に は 、特 に 为 た る 介 護 者（ 以
下 为 介 護 者 ）自 身 が 健 康 を 守 る た
め に 健 康 を 管 理 す る 行 動 を 起 こ
す こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。ま
た 、こ の 分 野 の 研 究 に お い て も 为
介 護 者 の 肯 定 感 に つ な が る 研 究
を 進 め て い く 必 要 が あ る と 思 わ
れ る 。 筆 者 ら は 、 既 報 1 9 ） に て 、
ラ イ フ ス タ イ ル や 生 活 活 動 を 充
実 し て い る こ と や 自 身 の 健 康 状
態 に 関 し て 肯 定 的 な 感 情 を 持 つ
为 介 護 者 は 健 康 行 動 の 実 践 と し
て の 食 事 も バ ラ ン ス 良 く 摂 取 で
き て い る こ と を 明 ら か に し た 。本
研 究 で は 、食 事 以 外 の 要 因 も 含 め
て 在 宅 療 養 に お け る 为 介 護 者 の
健 康 管 理 行 動 に 及 ぼ す 要 因 と そ
の 関 連 性 を 明 ら か に す る こ と を
目 的 と し た 。  
 
方  法  
 
１ ．  概 念 枠 組 み  
本 研 究 で は 、在 宅 療 養 に お け る
为 介 護 者 の 健 康 管 理 行 動 に 及 ぼ
す 要 因 と そ の 関 係 を 明 ら か に す
る た め に 、宗 像 ら の 保 健 行 動 に 関
す る 理 論 を 2 0 ）を 参 考 に し た 概 念
枠 組 み を 作 成 し た 。こ れ ら の 概 念
の 関 係 性 や 構 成 要 素 に つ い て は 、
図 1 に 示 す 。  
 
２ ．  用 語 の 操 作 的 定 義  
1 )  为 介 護 者  
为 介 護 者 と は 、在 宅 療 養 に お い
て 介 護 を 为 と し て 行 っ て い る 者
と し た 。  
2 )  保 健 行 動 の 優 先 性  
保 健 行 動 の 優 先 性 と は 、为 介 護
者 が 健 康 を 維 持 増 進 す る 行 動 を
優 先 す る 態 度 2 0 ） と し た 。  
3 )  健 康 管 理 行 動  
健 康 管 理 行 動 と は 、自 ら の 健 康
問 題 を 自 ら の 利 用 し う る ケ ア 資
源 を 活 用 し て 解 決 し よ う と す る
保 健 行 動 2 0 ） と し た 。  
図 １  
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4 )  健 康 的 な 食 事  
健 康 的 な 食 事 と は 、为 介 護 者 が
エ ネ ル ギ ー と 栄 養 素 を 必 要 量 摂
取 す る こ と 及 び 食 品 群 を バ ラ ン
ス よ く 摂 取 す る 事 と し た 。  
5 )  満 足 感  
満 足 感 と は 、为 介 護 者 の 健 康 と
生 活 に 関 す る 満 足 と し た 。  
 
 
 
３ ．  対 象 者  
介 護 情 報 WA M  N E T 2 1 ） で 公 開
さ れ て い る 、A 市 内 に あ る 居 宅 支
援 事 業 所 の 管 理 者 に 研 究 協 力 を
依 頼 し た 。研 究 協 力 の 同 意 が 得 ら
れ た 4 事 業 所 の 管 理 者 に 面 接 調
査 及 び 質 問 紙 調 査 が 可 能 な 対 象
者 の 選 定 を 依 頼 し た 。各 事 業 所 に
所 属 す る 訪 問 看 護 師 及 び 介 護 支
援 専 門 員 に よ っ て 、研 究 の 趣 旨 及
び 方 法 、倫 理 的 配 慮 に つ い て 記 載
さ れ た 調 査 依 頼 書 を 配 付 し て 、研
究 協 力 の 同 意 が 得 ら れ た 在 宅 療
養 の 为 介 護 者 6 1 名 を 本 研 究 の 対
象 者 と し た 。  
 
４ ．  調 査 内 容  
1 )  対 象 者 の 属 性  
対 象 者 の 属 性 は 、 年 齢 、 性 別 、
B M I 指 数 、 就 労 の 有 無 、 健 診 受
診 、 健 康 教 育 受 講 、 疾 病 の 有 無 、
病 名 、 受 診 状 況 、 受 診 間 隔 の 9
項 目 と し た 。  
2 )  要 介 護 者 の 属 性  
要 介 護 者 の 属 性 は 、年 齢 、性 別 、
介 護 度 、在 宅 療 養 期 間 、为 な 診 断
名 、 支 援 サ ー ビ ス の 週 利 用 回 数 、
図 １  为 介 護 者 の 健 康 管 理 行 動 に 及 ぼ す 要 因 の 概 念 枠 組 み  
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医 療 処 置 の 有 無・種 類 の 7 項 目 と
し た 。  
3 )  保 健 行 動 の 優 先 性  
保 健 行 動 の 優 先 性 は 、宗 像 ら の
「 生 活 行 動 に 対 す る 保 健 行 動 の
優 先 性 尺 度 」 2 0 ） を 基 に 、 介 護 者
の 生 活 行 動 に 合 わ せ て 一 部 改 変
し 、「 健 康 の 優 先 」「 休 養 の 優 先 」
「 支 援 サ ー ビ ス の 積 極 的 取 り 入
れ 姿 勢 」「 介 護 の 依 頼 」 の 4 項 目
と し た 。「お お い に そ う で あ る（ 4
点 ）」～「 そ う で な い（ 1 点 ）」の
4 段 階 リ ッ カ ー ト ス ケ ー ル（ 合 計
4～ 1 6 点 ）で 、点 数 が 高 い ほ ど 保
健 行 動 の 優 先 性 が と れ て い る こ
と を 示 す 。  
4 )  健 康 管 理 行 動  
健 康 管 理 行 動 は 、成 人 の 健 康 管
理 能 力 （ T h e  H e a l t h  E d u c a t i o n  
I m p a c t  Q u e s t i o n n a i r e
2 2 - 2 3 ） :  以 下
h e i Q） を 使 用 し た 。 h e i Q は 、 保
健 指 導 の 評 価 尺 度 と し て 開 発 さ
れ 、 h e i Q - C o r e  と h e i Q - P r o g r a m
で 構 成 さ れ る 。オ ー ス ト ラ リ ア に
お い て 信 頼 性 、妥 当 性 が 検 証 さ れ
て お り 、ナ シ ョ ナ ル デ ー タ と し て
も 活 用 さ れ て い る 2 4 ）。 日 本 語 版
と し て 荒 木 田 ら が 信 頼 性 、妥 当 性
の 報 告 を し て い る 2 5 - 2 6 ）。  
本 研 究 で は 、 h e i Q - C o r e を 採 用
し た 。 こ の 尺 度 は 、「 健 康 の た め
の 行 動 （ 4 項 目 ）」、「 人 生 に お け
る 積 極 的 取 り 組 み（ 5 項 目 ）」、「情
緒 的 健 康（ 1 2 項 目 ）」、「自 己 観 察
と 自 己 洞 察 （ 7 項 目 ）」、「 前 向 き
な 態 度 （ 5 項 目 ）」、「 技 術 や テ ク
ニ ッ ク の 修 得 （ 6 項 目 ）」、「 社 会
参 加 と サ ポ ー ト （ 5 項 目 ）」、「 医
療 サ ー ビ ス へ の 誘 導 （ 5 項 目 ）」
の 8 領 域 4 9 項 目 で 構 成 さ れ て い
る 。  
「 全 く あ て は ま る（ 4 点 ）」～「 全
く あ て は ま ら な い （ 1 点 ）」 の 4
段 階 リ ッ カ ー ト ス ケ ー ル （ 合 計
4 9～ 1 9 6 点 ）で 、点 数 が 高 い ほ ど
セ ル フ マ ネ ジ メ ン ト 能 力 が 高 い
こ と を 示 す 2 4 ）。  
5 )  健 康 的 な 食 事  
健 康 的 な 食 事 は 、食 物 摂 取 頻 度
調 査 F F Q g  Ve r 3 . 0（ F o o d  F r e q u e n c y  
Q u e s t i o n n a i r e  B a s e d  o n  F o o d  
G r o u p s  :  以 下 F F Q g） 2 7 ） を 使 用
し た 。信 頼 性 、妥 当 性 に つ い て は
報 告 2 8 ） さ れ て お り 、 調 査 用 P C
ソ フ ト と し て 商 品 化 さ れ て い る 。
本 研 究 で は 、信 頼 性 の 確 保 か ら 管
理 栄 養 士 が 面 接 調 査 を 行 っ た 。分
析 に 際 し 、下 記 の デ ー タ 処 理 を 行
っ た 。  
( 1 )  エ ネ ル ギ ー 及 び 栄 養 素 の 基
準 量 摂 取 （ 以 下 、 栄 養 素 の 基
準 量 摂 取 と す る ）  
エ ネ ル ギ ー 及 び 栄 養 素 の 基 準
量 摂 取 は 、【 日 本 人 の 食 事 摂 取 基
準 2 0 1 0 年 版 】 2 9 ） の 性 別・年 齢 ・
活 動 レ ベ ル に 合 わ せ た 基 準 量 と
比 較 し 、基 準 量 を 満 た し た も の を
1 点 、基 準 量 を 外 れ た も の を 0 点
と し て 、エ ネ ル ギ ー 、各 栄 養 素 別
に 合 算 し た 。  
栄 養 素 は 、三 大 栄 養 素（ た ん ぱ
く 質 、 脂 質 、 糖 質 、 食 物 繊 維 ）、
ビ タ ミ ン（ レ チ ノ ー ル 当 量 、ビ タ
ミ ン B 1、ビ タ ミ ン B 2、ナ イ ア シ
ン 、ビ タ ミ ン B 6、ビ タ ミ ン B 1 2、
葉 酸 、ビ タ ミ ン C）、ミ ネ ラ ル（ 食
塩 摂 取 量 、カ リ ウ ム 、カ ル シ ウ ム 、
マ グ ネ シ ウ ム 、鉄 、亜 鉛 、銅 ）に
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分 類 し た 。得 点 が 高 い ほ ど 必 要 量
の エ ネ ル ギ ー 、栄 養 素 が 摂 取 で き
て い る こ と を 示 す 。  
( 2 )  食 品 群 バ ラ ン ス  
既 報 1 9 ） に よ る 1 3 の 食 品 群 バ
ラ ン ス よ り 、本 研 究 で は さ ら に 詳
細 な 検 討 の た め 食 品 群 を 1 7 食 品
と し て 対 象 者 の 性 、年 齢 、活 動 レ
ベ ル 、身 長 か ら 換 算 さ れ た 基 準 量
と 比 較 し 、摂 取 量 に 対 す る 基 準 量
の 充 足 比 率 を 算 出 し た（ 以 下 、基
準 量 比 ）。  
基 準 量 比 に つ い て 3 0％ タ イ ル
毎 に 分 割 し 、2 0％ 以 上 ～ 5 0％ 未 満
と 1 4 0％ 以 上 ～ 1 7 0％ 未 満 を 1 点 、
5 0 ％ 以 上 ～ 8 0 ％ 未 満 と 1 1 0 ％ 以
上 ～ 1 4 0％ 未 満 を 2 点 、 8 0％ 以 上
～ 1 1 0％ 未 満 を 3 点 、 そ れ 以 外 を
0 点 と す る 評 点 化 し た 。得 点 が 高
い ほ ど そ の 食 品 が 適 正 量 摂 取 で
き て い る こ と を 示 す 。 1 7 食 品 群
全 て の 評 点 に つ い て の 平 均 値 を
食 品 群 バ ラ ン ス と し た 。  
6 )  満 足 感  
満 足 感 は 、「 为 観 的 健 康 観 （ 1
項 目 ）」、「 生 活 満 足 度 （ 1 項 目 ）」
の 2 項 目 で 構 成 し た 。  
「 为 観 的 健 康 感 観 」は 、あ な た
は 健 康 だ と 思 い ま す か と い う 問
い に 対 し て 、「健 康 で あ る（ 4 点 ）」
～ 「 健 康 で な い （ 1 点 ）」、「 生 活
満 足 度 」は 、あ な た は 今 の 生 活 に
満 足 し て い ま す か と い う 問 い に
対 し て 、「 満 足 で あ る（ 4 点 ）」～
「 満 足 で な い （ 1 点 ）」 の 4 段 階
リ ッ カ ー ト ス ケ ー ル と し た 。得 点
が 高 い ほ ど 、健 康 で あ る 、生 活 に
満 足 し て い る こ と を 示 す 。  
 
５ ．  調 査 方 法  
1） 面 接 調 査  
管 理 栄 養 士 1 名 に よ り F F Q g の
面 接 調 査 を 実 施 し た 。食 品 の ポ ー
シ ョ ン サ イ ズ の 統 一 に 関 し て は 、
F F Q g の ビ ジ ュ ア ル 調 査 用 紙 及 び
食 器 の サ ン プ ル 、糖 尿 病 食 品 交 換
表 の 写 真 を 対 象 者 に 表 示 し な が
ら 行 っ た 。  
2） 自 記 式 質 問 紙 調 査  
自 記 式 質 問 紙 に つ い て は 、面 接
調 査 時 に 記 入 方 法 の 説 明 を 十 分
に 行 い 、対 象 者 に 手 渡 し た 。自 記
式 質 問 紙 は 匿 名 と し た が 、連 結 可
能 な コ ー ド 番 号 を 付 し た 。対 象 者
が 記 入 後 に 封 筒 に 入 れ 、郵 送 す る
か 居 宅 支 援 事 業 所 の ス タ ッ フ に
手 渡 し す る こ と に よ っ て 質 問 紙
を 回 収 し た 。質 問 紙 へ の 書 き 込 み
が 困 難 な 対 象 者 に 対 し て は 、一 部
聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た 。  
3） 利 用 者 録 か ら の 情 報 収 集  
「 要 介 護 者 の 属 性 」に つ い て は 、
フ ェ イ ス シ ー ト を 作 成 し 、居 宅 支
援 事 業 所 の 利 用 者 録 か ら 情 報 収
集 を 行 っ た 。  
 
６ ．  倫 理 的 配 慮  
本 研 究 は 、昭 和 大 学 大 学 院 保 健
医 療 学 部 倫 理 委 員 会 に お け る 審
査 を 受 け 、 承 認 を 得 て 実 施 し た
（ 承 認 番 号 1 2 7 号 ）。  
研 究 協 力 機 関 及 び 対 象 者 に 依
頼 す る 際 に は 、文 章 と 口 頭 で 研 究
の 趣 旨 及 び 方 法 を 伝 え 、研 究 協 力
は 自 由 意 志 で あ る こ と 、同 意 の 撤
回 と 面 接 調 査 の 中 断 を 保 障 し た 。
ま た 、匿 名 化 及 び 個 人 情 報 の 擁 護 、
目 的 以 外 に デ ー タ を 使 用 し な い
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こ と 、研 究 終 了 後 の デ ー タ の 破 棄
等 の デ ー タ 管 理 方 法 を 説 明 し 、同
意 書 に て 研 究 協 力 へ の 同 意 を 確
認 し た 。  
 
７ ．  調 査 期 間  
調 査 期 間 は 、 平 成 2 2 年 7 月 ～
平 成 2 2 年 9 月 で あ る 。  
 
６ ．  解 析 方 法  
各 測 定 値 の 記 述 統 計 を 行 っ た
後 、为 介 護 者 の 健 康 管 理 行 動 に 及
ぼ す 要 因 を 明 ら か に す る た め に 、
S p e a r m a n の 順 位 相 関 を 用 い 検 定
し た 。次 い で 、为 介 護 者 の 健 康 管
理 行 動 に 及 ぼ す 要 因 間 の 関 連 性
を 明 ら か に す る た め に 共 分 散 構
造 分 析 で の 検 証 を 行 っ た 。有 意 水
準 は 、 p＜ 0 . 0 5 と し た 。 解 析 に は
S P S S 1 5 . 0 J  f o r  W i n d o w s お よ び
A M O S  Ve r 7 . 0 を 使 用 し た 。  
 
結  果  
 
１ ．  対 象 者 お よ び 要 介 護 者 の
属 性  
1 )  対 象 者 の 属 性  
対 象 者 の 属 性 に つ い て は 、表 1
に 示 す 。  
平 均 年 齢 は 6 4 . 6（ ± 1 0 . 1） 歳 、
男 性 1 5 人 （ 2 4 . 6％ ）、 女 性 4 6 人
（ 7 5 . 4％ ）で あ っ た 。B M I の 平 均
は 、 男 性 2 3 . 0（ ± 2 . 3）、 女 性 2 2 . 0
（ ± 3 . 4）で あ っ た 。就 業 者 は 6 人
（ 9 . 8％ ） と 尐 な か っ た 。 過 去 1
年 間 の 健 診 受 診 行 動 は 、受 診 有 り
が 4 0 人（ 6 5 . 6％ ）、健 康 教 育 受 講
有 り が 3 人 （ 4 . 9％ ） で あ っ た 。
持 病 が あ る 者 は 4 5 人 （ 7 3 . 8％ ）
で あ り 、そ の う ち 定 期 的 な 受 診 が
必 要 な 者 が 3 8 人 （ 6 2 . 3％ ） で あ
っ た 。 こ の 3 8 人 の 受 診 状 況 は 、
2 1 人 （ 3 4 . 4％ ） が 、 受 診 が で き
て い る と 回 答 し て い る 。ま た 、受
診 間 隔 を み る と 、 2 1 日 以 内 に 受
診 し て い る 者 が 1 5 人 （ 3 9 . 5％ ）
と 最 も 多 く 、 次 い で 、 2 2 日 ～ 6 0
日 未 満 に 受 診 し て い る 者 が 1 4 人
（ 3 6 . 8％ ） で あ っ た 。  
2 )  要 介 護 者 の 属 性  
要 介 護 者 の 属 性 に つ い て は 、表
2 に 示 す 。  
平 均 年 齢 は 7 8 . 9（ ± 1 0 . 0） 歳 、
男 性 2 5 人 （ 4 1 . 0％ ）、 女 性 3 6 人
（ 5 9 . 0％ ） で あ っ た 。 介 護 度 は 、
要 介 護 5 が 2 6 人 （ 4 2 . 6％ ） と 最
も 多 く 、次 い で 、要 介 護 4 と 要 介
護 2 が そ れ ぞ れ 1 2 人 （ 1 9 . 7％ ）
で あ り 、要 介 護 度 1 は 4 人（ 6 . 6％ ）
で あ っ た 。 平 均 在 宅 療 養 期 間 は 、
3 . 5 年 （ ± 2 . 0） 年 で あ っ た 。 診 断
名 は 、脳 血 管 疾 患 が 2 3 人（ 3 7 . 7％ ）
と 最 も 多 く 、 次 い で 、 難 病 が 1 5
人（ 2 4 . 6％ ）で あ っ た 。支 援 サ ー
ビ ス の 平 均 週 利 用 回 数 は 、 5 . 6
（ ± 3 . 5） 回 /週 で あ り 、 医 療 処 置
は 、 3 1 人 （ 5 0 . 8％ ） が 受 け て い
た 。医 療 処 置 の 種 類 に つ い て み る
と 、 吸 引 が 1 8 人 （ 5 8 . 1％ ） と 最
も 多 く 、 次 い で 、 胃 瘻 が 1 7 人
（ 5 4 . 8％ ）で あ り 、半 数 以 上 が 継
続 的 な 医 療 を 必 要 と す る 者 で あ
っ た 。
 
表 2  
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平均値 （±標準偏差）
人数 ％
年齢 78.9 （±10.0）
性別
男性 25人 41.0
女性 36人 59.0
介護度
要介護1 4人 6.6
要介護2 12人 19.7
要介護3 7人 11.5
要介護4 12人 19.7
要介護5 26人 42.6
在宅療養期間 3.5年 （± 2.0）
为な診断名
脳血管疾患 23人 37.7
難病 15人 24.6
認知症 4人 6.6
骨折 4人 6.6
その他 15人 24.7
支援サービスの週利用回数 5.6回/週 （± 3.5）
医療処置の有無
有 31人 50.8
無 30人 49.2
医療処置の種類（重複回答） （n=31）
吸引 18人 58.1
胃ろう 17人 54.8
在宅酸素 8人 25.8
気管切開管理 7人 22.6
項目
 
  
 
 
２ ．  在 宅 に お け る 为 介 護 者 の
健 康 管 理 行 動 に 及 ぼ す 要 因  
以 下 の 表 示 で 概 念 枠 組 み に お け
る 为 要 因 に つ い て は「   」と し 、
こ れ ら 为 要 因 の 下 位 項 目 に つ い
て は 、【   】 と 表 示 す る 。  
 
1 )  変 数 間 の 相 関  
为 介 護 者 の 健 康 管 理 行 動 の 及
ぼ す 要 因 の 探 索 の た め 、各 変 数 間
の 相 関 を S p e a r m a n の 順 位 相 関 を
用 い て 関 連 を み た 。有 意 な 相 関 が
み ら れ た 为 な 結 果 に つ い て 表 3
に 示 す 。  
「 健 康 管 理 行 動 」と 有 意 な 相 関
が み ら れ た の は 、「 保 健 行 動 の 優
先 性 （ r＝ 0 . 3 0 9、 p＜ 0 . 0 5）」 で あ
っ た 。  
次 に 、「 健 康 管 理 行 動 」 と 下 位
項 目 と の 関 連 に つ い て み る と 、
「 保 健 行 動 の 優 先 性 」の 下 位 項 目
で あ る 【 サ ー ビ ス の 取 り 入 れ （ r
＝ 0 . 3 2 6、 p ＜ 0 . 0 5）】、「 健 康 的 な
食 事 」の 下 位 項 目 で あ る【 栄 養 素
の 基 準 量 摂 取 （ r ＝ 0 . 3 3 8 、 p ＜
0 . 0 1 ）】、 中 で も 【 ビ タ ミ ン
（ r = 0 . 3 6 0 、 p ＜ 0 . 0 1 ）】 に 有 意 な
正 の 相 関 が み ら れ た 。 ま た 、「 満
足 感 」の 下 位 項 目 で あ る【 为 観 的
健 康 観 （ r＝ 0 . 4 3 2、 p＜ 0 . 0 1）】 と
【 生 活 満 足 度 （ r ＝ 0 . 5 3 2 、 p ＜
0 . 0 0 1）】と も 正 の 相 関 が み ら れ た 。
「 対 象 者 の 属 性 」 と の 関 連 で は 、
平均値 （±標準偏差）
人数 ％
6 4 . 6歳 （± 1 0 . 1）
男性 15人 24.6
女性 46人 75.4
23 （±  2 . 3） （1 7 . 3－3 2 . 5）
男性 23 （± 2.3）
女性 22 （± 3.4）
有 6人 9 . 8
無 55人 90.2
有 40人 65.6
無 21人 34.4
有 3人 4 . 9
無 58人 95.1
有 45人 73.8
無 16人 26.2
n = 3 8
できている 21人 34.4
ほとんどできている 11人 18.0
あまりできていない 3人 4.9
できていない 3人 4.9
n = 3 8
90日以上 2人 5.3
60～90日未満 4人 10.5
22～60日未満 14人 36.8
21日以内 15人 39.5
不定期 3人 7.9
健診受診（過去1年間）
健康教育受講（過去1年間）
疾病の有無
受診状況
受診間隔
項目 （範囲）
年齢（歳）
性別
B M I指数
就労の有無
表 1： 対 象 者 の 属 性         n = 6 1  表 2： 要 介 護 者 の 属 性      n = 6 1  
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保健行動の優先性 0.309 * 0.070 0.107 0.191 0.191
　休養の優先 0.771 *** 0.197 -0.119 0.027 0.032 0.033
　健康の優先 0.313 * 0.169 0.042 -0.027 0.076 0.085
　サービスの取り入れ 0.788 *** 0.326 * 0.012 0.031 0.053 0.136
　介護の依頼 0.720 *** 0.150 0.142 0.164 0.152 0.211
健康管理行動 0.309 * 0.338 ** 0.247 0.432 ** 0.523 ***
　健康のための行動 0.102 0.540 *** 0.169 0.241 0.335 ** 0.354 **
　人生における積極的取組み 0.238 * 0.816 *** 0.288 * 0.278 * 0.431 ** 0.552 ***
　自己観察と自己洞察 0.286 * 0.666 *** 0.071 -0.103 0.101 0.308 *
　前向きな態度 0.222 0.614 *** 0.189 0.128 0.295 * 0.254 *
　技術やテクニックの修得 0.153 0.778 *** 0.124 0.069 0.196 0.270 *
　社会参加とサポート 0.386 ** 0.756 *** 0.191 0.221 0.345 ** 0.431 **
　医療サービスへの誘導 0.189 0.646 *** 0.085 0.109 0.321 * 0.380 **
　情緒的健康 0.172 0.694 *** 0.502 0.299 * 0.482 *** 0.409 **
健康的な食事
　栄養素基準量摂取 0.070 0.338 ** 0.539 *** 0.460 *** 0.374 **
　　エネルギー -0.112 -0.010 0.127 0.176 -0.137 -0.057
　　3大栄養素 0.142 0.223 0.231 0.332 ** 0.188 0.002
　　ビタミン 0.148 0.360 ** 0.901 *** 0.559 *** 0.504 *** 0.362 **
　　ミネラル 0.044 0.202 0.911 *** 0.324 * 0.318 * 0.255 *
　食品群バランス 0.107 0.247 0.539 *** 0.354 ** 0.252
満足感
　为観的健康観 0.143 0.432 ** 0.443 *** 0.354 ** 0.483 ***
　生活満足度 0.191 0.532 *** 0.302 * 0.252 0.483 ***
p＜0.05*　p＜0.01**　p＜0.001***
为観的健康観 生活満足度
表3　为介護者の健康管理行動に関する要因－変数間の相関－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 n=61
保健行動の
優先性
健康管理行動
栄養素の
基準量摂取
食品群バランス
【 B M I 指 数（ r =－ 0 . 2 7 2、p＜ 0 . 0 5）】
と 負 の 相 関 が み ら れ 、【 就 労 の 有
無 （ r＝ 0 . 2 7 7、 p＜ 0 . 0 5）】 と 正 の
相 関 が み ら れ た 以 外 は 関 連 が み
ら れ な か っ た 。「要 介 護 者 の 属 性 」
と の 関 連 で は 、全 て の 変 数 と の 間
に 有 意 な 相 関 は な か っ た 。  
さ ら に 、「 健 康 管 理 行 動 」 の 下
位 項 目 と 他 の 変 数 間 と の 関 連 性
に つ い て み る と 、「 保 健 行 動 の 優
先 性 」と 有 意 な 関 連 が み ら れ た の
は 、【 人 生 に お け る 積 極 的 取 り 組
み （ r = 0 . 2 3 8、  p＜ 0 . 0 5）】、【 自 己
観 察 と 自 己 実 現 （ r = . 2 8 6 、 p ＜
0 . 0 5 ）】、【 社 会 参 加 と サ ポ ー ト
（ r = 0 . 3 8 6、 p＜ 0 . 0 1）】 で あ っ た 。
【 人 生 に お け る 積 極 的 取 り 組 み 】
は 、【 栄 養 素 の 基 準 量 摂 取
（ r = 0 . 2 8 8 、 p ＜ 0 . 0 5 ）】、【 食 品 群
バ ラ ン ス （ r = 0 . 2 7 8 、 p ＜ 0 . 0 5 ）】、
【 为 観 的 健 康 観 （ r = 0 . 4 3 1 、 p ＜
0 . 0 1 ）】、【 生 活 満 足 度 （ r = 0 . 5 5 2 、
p＜ 0 . 0 0 1）】 と の 有 意 な 相 関 が み
ら れ 、「 健 康 的 な 食 事 」 や 「 満 足
感 」と の 関 連 性 が 強 い こ と が 示 さ
れ た 。【 为 観 的 健 康 観 】 に お い て
は 、【 自 己 観 察 と 自 己 洞 察 】 お よ
び【 技 術 や テ ク ニ ッ ク の 修 得 】以
外 の 下 位 項 目 と 有 意 な 相 関 が み
ら れ た 。 ま た 、【 生 活 満 足 度 】 に
お い て は 、全 て の 下 位 項 目 と の 有
意 な 相 関 が み ら れ た 。  
「 健 康 的 な 食 事 」 と 「 満 足 感 」
と の 関 連 性 に つ い て は 、【 栄 養 素
の 基 準 量 摂 取 】は【 为 観 的 健 康 観
（ r = 0 . 4 4 3、 p＜ 0 . 0 0 1）】、【 生 活 満
足 度 （ r = 0 . 3 0 2 、 p ＜ 0 . 0 5 ）】 共 に
有 意 な 相 関 が み ら れ た 。【 食 品 群
の バ ラ ン ス 】 で は 、【 为 観 的 健 康
観 （ r = 0 . 3 5 2 、 p ＜ 0 . 0 1 ）】 の み と
有 意 な 相 関 が み ら れ た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
昭和大学保健医療学雑誌 第 12 号 2014 
19 
 
 
2 )  共 分 散 構 造 分 析  
在 宅 療 養 に お け る 为 介 護 者 の
健 康 管 理 行 動 に 及 ぼ す 要 因 を 明
ら か に す る た め に 、概 念 枠 組 み に
お け る 概 念 構 成 を 基 に 为 介 護 者
の 健 康 管 理 行 動 の 構 造 モ デ ル を
作 成 し 、こ の モ デ ル に つ い て 共 分
散 構 造 分 析 を 行 い 検 証 し た 。  
な お 、概 念 枠 組 み に お け る「 対
象 者 の 属 性 」及 び「 要 介 護 者 の 属
性 」 は 、「 健 康 管 理 行 動 」 と の 関
連 性 が み ら れ ず 、構 造 モ デ ル か ら
除 外 し た 。さ ら に 、潜 在 変 数 中 の
観 測 変 数 の 意 味 合 い を 熟 慮 し な
が ら 、標 準 化 パ ス 係 数（ 以 下 パ ス
係 数 ）の 低 い 変 数 を 除 外 し 、最 も
適 合 度 の 高 い 構 造 モ デ ル （ 図 2）
を 採 用 し た 。 モ デ ル の 適 合 は 、
C M I N （ 1 0 . 8 8 8  p ＝ 0 . 8 6 2 ）、 G F I
（ 0 . 9 5 8 ）、 A G F I （ 0 . 9 1 2 ）、 C F I
（ 1 . 0 0 0）、 R M S E A（ 0 . 0 0 0） で あ
り 、統 計 的 に 許 容 水 準 を 満 た し た
モ デ ル で あ る と い え た 。ま た 各 変
数 の パ ス 係 数 は 、全 て 有 意 水 準 を
満 た し て い た 。  
本 研 究 で は 、共 分 散 構 造 分 析 で
の モ デ ル 適 合 度 の 指 標 と し て 、
C M I N、G F I、 A G F I、 C F I、 R M S E A
を 採 用 し た 。C M I N で の 評 価 は 帰
無 仮 説 の 採 択（ 有 意 水 準 に な ら な
い ）、G F I（ G o o d n e s s  o f  F i t  I n d e x）、
C F I（ C o m p a r a t i v e  F i t  I n d e x）は 一
般 的 に 0 . 9 以 上 で あ る こ と 、A G F I
（ A d j u s t e d  G F I） は 、 G F I の 自 由
度 に よ る 影 響 を 修 正 し た も の で 、
G F I と の 差 が 大 き く 開 か な い こ
と を 必 要 要 件 と し て い る 。い ず れ
も 1 に 近 い ほ ど モ デ ル の あ て は
ま り が 良 い と さ れ て い る 。
R M S E A（ R o o t  M e a n  S q u a r e  E r r o r  
o f  A p p r o x i m a t i o n） は 、 0 . 0 5 以 下
で あ れ ば あ て は ま り が 良 く 、 0 . 1
以 上 で あ れ ば あ て は ま り が 良 く
な い と さ れ て い る 指 標 で あ る 。な
お 、有 意 水 準 は p＜ 0 . 0 5 以 下 と し
た 3 0 ） 3 1 ）。  
「 保 健 行 動 の 優 先 性 」は【 休 養
の 優 先（ β＝ 0 . 7 1、p＜ 0 . 0 0 1）】、【 サ
ー ビ ス の 取 り 入 れ （ β ＝ 0 . 9 1  p
＜ 0 . 0 0 1）】、【 介 護 の 依 頼（ β＝ 0 . 4 6、
p＜ 0 . 0 0 1）】で 構 成 さ れ 、【 健 康 管
理 行 動 】に 及 ぼ す 要 因 及 び 因 子 で
あ る こ と が 示 さ れ た（ β＝ 0 . 3 5、 p
＜ 0 . 0 5）。  
「 健 康 的 な 食 事 」は【 栄 養 素 の
基 準 量 摂 取（ β＝ 0 . 8 9、 p＜ 0 . 0 0 1）】
と 【 食 品 群 バ ラ ン ス β＝ 0 . 6 4、 p
＜ 0 . 0 0 1）】で 構 成 さ れ 、「満 足 感 」
は 【 为 観 的 健 康 観 （ β ＝ 0 . 7 0 、 p
＜ 0 . 0 1）】と【 生 活 満 足 度（ β＝ 0 . 7 1、
p＜ 0 . 0 1）】で 構 成 さ れ る こ と が 示
さ れ た 。ま た 、構 造 モ デ ル に お け
る 矢 印 の 方 向 性 と 標 準 化 パ ス 係
数 よ り「 保 健 行 動 の 優 先 性 」は「 健
康 管 理 行 動 」 の 影 響 要 因 で あ り 、
「 健 康 管 理 行 動 」よ り「 健 康 的 な
食 事（ β＝ 0 . 2 9、 p＜ 0 . 0 5）」と「 満
足 感 （ β＝ 0 . 6 1、 p ＜ 0 . 0 1）」 に 影
響 を 与 え て い る こ と が 示 さ れ た 。
更 に 、「 健 康 的 な 食 事 」 は 「 満 足
感 （ β＝ 0 . 4 3、 p ＜ 0 . 0 5）」 に 影 響
を 与 え て い る こ と が 示 さ れ た 。  
 
 
 
 
  
 
昭和大学保健医療学雑誌 第 12 号 2014 
20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考  察  
 
１ ．  対 象 者 の 特 性  
本 研 究 の 分 析 の 対 象 と な っ た
6 1 人 は 、平 均 年 齢 が 6 4 . 6（ ± 1 0 . 1）
歳 で あ り 、 男 性 1 5 人 （ 2 4 . 6％ ）、
女 性 4 6 人 （ 7 5 . 4％ ） と 女 性 が 多
か っ た 。 平 成 2 2 年 国 民 生 活 基 礎
調 査 3 2 ） に よ る と 、为 介 護 者 の 年
齢 は 6 0～ 6 9 歳 が 男 性 2 4 . 7％ 、 女
性 3 1 . 3％ と 最 も 多 く 約 7 割 が 女
性 と さ れ て お り 、本 研 究 で も 同 様
の 結 果 が 得 ら れ た 。 ま た 、 B M I
指 数 の 平 均 値 は 男 女 と も 平 成 2 5
年 の 国 民 健 康・栄 養 調 査 3 3 ） の 結
果 よ り や や 低 い 数 値 を 示 し た が 、
普 通 の 体 格 の 为 介 護 者 が 多 く を
占 め た 。就 業 者 は 、6 人（ 9 . 8％ ）
と 尐 な く 、 6 0 歳 未 満 の 者 も ほ と
ん ど が 就 労 し て い な か っ た 。  
過 去 1 年 の 健 診 受 診 者 は 、 4 0
人（ 6 5 . 6％ ）で あ り 、健 康 教 育 に
至 っ て は わ ず か 3 人 （ 4 . 9％ ） し
か 受 講 し て い な か っ た 。対 象 者 は 、
健 康 の 保 持・増 進 に 向 け た 教 育 を
受 け て い る 状 況 で は な い こ と が
分 か っ た 。一 方 で 、疾 病 が あ る 者
は 4 5 人 （ 7 3 . 8％ ） で あ り 、 受 診
を 継 続 し て い る 者 が 3 8 人
（ 6 2 . 3％ ） み ら れ た 。 町 田 ら 3 4 ）
は 、7 割 以 上 の 介 護 者 が 医 師 の 専
門 的 な 治 療 を 受 け て い る と 報 告
し て お り 、本 研 究 に お い て も 同 様
の 結 果 で あ っ た 。ま た 、継 続 受 診
を し て い る 3 8 人 に お い て 、 受 診
間 隔 が 2 2 日 以 上 の 者 が 2 0 人
（ 5 2 . 6 %） で あ り 、 比 較 的 安 定 し
た 慢 性 疾 患 で あ る こ と が 予 測 さ
れ た 。  
以 上 よ り 、 本 研 究 の 対 象 者 は 、
高 齢 で 何 ら か の 慢 性 疾 患 を 有 し
図 2： 为 介 護 者 に お け る 健 康 管 理 行 動 に 及 ぼ す 要 因 － 共 分 散 構 造 分 析 の 結 果 （ 標 準 化 解 ）  
注 ： 図 中 の 誤 差 変 数 は 省 略  
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て い る が 、比 較 的 安 定 し た 状 態 で
継 続 受 診 を し て い る も の で あ る 。
さ ら に 、大 半 が 健 康 教 育 を 受 け て
い な い 状 況 の 为 介 護 者 で あ る こ
と が 分 か っ た 。  
一 方 、要 介 護 者 に つ い て み る と 、
平 均 年 齢 は 、 7 8 . 9  （ ±  1 0 . 0）歳 で
あ り 、 平 成 2 2 年 国 民 生 活 基 礎 調
査 の 報 告 3 2 ）と ほ ぼ 同 様 の 傾 向 で
あ っ た 。し か し 、要 介 護 度 は 、要
介 護 5 が 2 6 人 （ 4 2 . 6％ ） と 最 も
多 く 、支 援 サ ー ビ ス の 平 均 週 利 用
回 数 を み て も 、 5 . 6 （ ±  3 . 5 ） 回 /
週 と ほ ぼ 毎 日 利 用 し て い る 状 況
で あ り 、 3 1 人 （ 5 8 . 1％ ） が 医 療
処 置 を 受 け て い た 。要 介 護 認 定 者
数 の 構 成 は 、同 様 の 報 告 3 2 ） で 要
介 護 度 1、 2 が 多 く 、 介 護 度 3 か
ら 順 に 減 じ て い く 構 成 で あ る 。こ
れ ら の こ と よ り 、比 較 的 医 療 依 存
度 の 高 い 要 介 護 者 を 介 護 し て い
る 対 象 者 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 
 
２ ．  在 宅 療 養 に お け る 为 介 護
者 の 健 康 管 理 行 動 に 及 ぼ す
要 因  
本 研 究 で は 、在 宅 療 養 に お け る
为 介 護 者 を 対 象 に し て 、 宗 像 ら
2 0 ） に よ る 保 健 行 動 に 関 す る 理 論
か ら「 対 象 者 の 属 性 」、「要 介 護 者
の 属 性 」、「 保 健 行 動 の 優 先 性 」、
「 健 康 管 理 行 動 」、「 健 康 的 な 食
事 」、「満 足 感 」で 構 成 さ れ る 概 念
枠 組 み を 作 成 し た 。こ の 概 念 枠 組
み を 基 に 为 介 護 者 の 健 康 管 理 行
動 に 及 ぼ す 要 因 を 検 索 す る た め 、
各 構 成 要 因 及 び 因 子 間 の 相 関 分
析 及 び 共 分 散 構 造 分 析 に よ る 検
証 を 行 っ た 。  
そ の 結 果 、概 念 枠 組 み の「 保 健
行 動 の 優 先 性 」は「 健 康 管 理 行 動 」
に 及 ぼ す 要 因 で あ り 、「 健 康 管 理
行 動 」は「 健 康 的 な 食 事 」及 び「 満
足 感 」 に 影 響 を 与 え 、「 健 康 的 な
食 事 」は「 満 足 感 」に 影 響 を 与 え
て い る こ と が 明 ら か に さ れ た 。一
方 、「 対 象 者 の 属 性 」 及 び 「 要 介
護 者 の 属 性 」は 除 外 さ れ る 結 果 と
な っ た 。  
「 保 健 行 動 の 優 先 性 」に つ い て 、
宗 像 は「 病 気 に 対 す る 抵 抗 力 が 弱
い 」、「身 体 に 自 信 が な い 」、「病 気
の ち ょ っ と し た 症 状 で も 気 に な
る 」な ど の 病 気 に 対 す る 脆 弱 性 を
持 っ て い る 人 が 保 健 行 動 を 優 先
す る 傾 向 に あ る 2 0 ） と し て い る 。
本 研 究 で は 、既 存 の 尺 度 を 为 介 護
者 用 に 一 部 改 変 し た も の で 、介 護
を し な が ら も 保 健 行 動 を 優 先 す
る こ と が で き る か と い う こ と を
設 問 し て い る 。改 変 後 の 尺 度 の 信
頼 性 に つ い て は 、ク ロ ン バ ッ ク の
α 係 数 （ C r o n b a c h ’ s  c o e f f i c i e n t  
a l p h a） で α＝ 0 . 6 3 6 と な り 、 既 存
尺 度 の α＝ 0 . 6 6 3 と ほ ぼ 同 様 の 内
的 整 合 性 を 得 る こ と が で き た 。こ
の「 保 健 行 動 の 優 先 性 」が「 健 康
管 理 行 動 」に 及 ぼ す 要 因 と な っ た
こ と は 、宗 像 の 述 べ た 病 気 の 脆 弱
性 か ら 考 え る と 、自 身 が 健 康 を 害
す る と 介 護 が で き な く な る と い
う 心 配 か ら 病 気 に 対 し て 特 に 気
を 遣 い 、保 健 行 動 を 優 先 し て い る
と 考 え ら れ 、そ れ が 自 ら の 健 康 問
題 を 解 決 し よ う と す る 行 動 へ 繋
が っ て い る と 推 察 さ れ た 。  
更 に 共 分 散 構 造 分 析 の 結 果 、
【 休 養 の 優 先 】、【サ ー ビ ス の 取 り
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入 れ 】、【介 護 の 依 頼 】が「 保 健 行
動 の 優 先 性 」の 構 成 因 子 と し て 示
さ れ た こ と は 、介 護 を 支 援 サ ー ビ
ス 等 に よ り 他 者 に 依 頼 し 、休 養 を
と る 事 を 優 先 す る こ と が 、为 介 護
者 自 身 の 健 康 管 理 行 動 に 影 響 す
る こ と を 示 唆 し て い る 。 佐 藤 ら
3 5 ） は 、 介 護 サ ー ビ ス 利 用 頻 度 が
多 い 为 介 護 者 は 、介 護 負 担 が 尐 な
い こ と を 報 告 し て い る が 、本 研 究
で は 実 際 の 利 用 頻 度 で は な く 、介
護 サ ー ビ ス の 体 制 や 考 え 方 と し
て 、必 要 な 時 に 支 援 サ ー ビ ス 利 用
で き る と い う 安 心 感 が 必 要 だ と
い う こ と が 示 さ れ た 。  
ま た 、共 分 散 構 造 分 析 に て「 健
康 管 理 行 動 」は 、「健 康 的 な 食 事 」
と「 満 足 感 」に 影 響 を 与 え る 結 果
と な っ た 。こ れ は 、変 数 間 の 相 関
に お い て 、「 健 康 管 理 行 動 」 の 下
位 項 目 で あ る【 人 生 に お け る 積 極
的 取 り 組 み 】 が 「 健 康 的 な 食 事 」
の 下 位 項 目 で あ る【 栄 養 素 基 準 量
摂 取 】、【食 品 群 バ ラ ン ス 】、「満 足
感 」の 下 位 項 目 で あ る【 为 観 的 健
康 観 】、【生 活 満 足 度 】と 有 意 な 正
の 相 関 が み ら れ た こ と か ら 説 明
で き る 。つ ま り 、人 生 に お い て 積
極 的 に 取 り 組 む 姿 勢 が 、実 際 の 食
事 管 理 の 行 動 に 関 与 し 、健 康 や 生
活 に 関 す る 満 足 を 高 め る 結 果 に
繋 が っ て い る と 考 え ら れ た 。  
筆 者 ら は 、既 報 1 9 ） に て 为 介 護
者 の 健 康 管 理 行 動 と 食 品 群 バ ラ
ン ス に つ い て 検 討 し た 。そ の 結 果 、
ラ イ フ ス タ イ ル 及 び 生 活 活 動 を
充 実 し て い る こ と や 自 身 の 健 康
状 態 に 関 し て 肯 定 的 な 感 情 を 持
っ て い る 为 介 護 者 は 、健 康 行 動 の
実 践 と し て の 食 事 も バ ラ ン ス 良
く 摂 取 で き て い る こ と を 明 ら か
に し た 。 本 研 究 で は 、 食 品 群 を
1 7 食 品 群 に 増 や し 、 さ ら に エ ネ
ル ギ ー 及 び 栄 養 素 の 摂 取 バ ラ ン
ス も 構 造 モ デ ル の 構 成 因 子 と し
て 検 討 も 行 っ た 。 そ の 結 果 、【 栄
養 素 の 基 準 量 摂 取 】【 食 品 群 バ ラ
ン ス 】の 両 因 子 と も 健 康 管 理 行 動
に 関 連 す る こ と が 示 さ れ 、実 践 行
動 と し て の「 健 康 的 な 食 事 」と 密
接 に 関 連 し て い る こ と が 明 ら か
に な っ た 。溝 口 ら 3 6 ） は 、若 年 勤
労 男 性 を 対 象 と し て 、食 生 活 と 労
働 生 活 Q O L と が 関 連 し て い る こ
と を 明 ら か に し て お り 、栄 養・食
生 活 の 行 動 変 容 を 促 す 事 の 重 要
性 を 示 し て い る 。在 宅 療 養 に お け
る 为 介 護 者 に お い て も 、「 健 康 管
理 行 動 」と「 健 康 的 な 食 事 」、「満
足 感 」の 関 連 性 が 実 証 さ れ た こ と
か ら 、自 ら の 健 康 管 理 に 対 す る 行
動 や 食 事 が 生 活 の 満 足 感 に 影 響
を 与 え る こ と が 明 ら か に な り 、溝
口 ら の 食 生 活 が Q O L 向 上 に 寄 与
す る と い う 結 果 に も 準 ず る と い
え る 。  
概 念 枠 組 み で は 、「 対 象 者 の 属
性 」や「 要 介 護 者 の 属 性 」は「 健
康 管 理 行 動 」に 影 響 を 与 え る 要 因
で あ る と 仮 説 を 立 て た 。こ れ ま で 、
为 介 護 者 の 高 齢 化 や 要 介 護 者 の
介 護 度 が 高 い こ と が 介 護 負 担 を
高 め 3 7 ）、 为 介 護 者 の 保 健 行 動 や
健 康 管 理 に お い て も そ れ ら を 阻
害 す る 要 因 に な る と 考 え ら れ て
き た 。し か し 、今 回 こ れ ら の 要 因
は 、構 造 モ デ ル に お い て 除 外 さ れ
る 結 果 と な っ た 。 Ta k e m a s a 3 8 ） ら
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も 、要 介 護 度 と 介 護 負 担 と 関 連 が
な か っ た こ と を 報 告 し て い る が 、
本 研 究 で は 、要 介 護 度 の 他 に も 要
介 護 者 の 年 齢 、性 別 等 や 为 介 護 者
に 関 わ る 为 な 属 性 と も 関 連 が 示
さ れ な か っ た こ と か ら 、介 護 状 況
は 健 康 管 理 行 動 の 直 接 的 な 影 響
要 因 と な ら な か っ た と 考 え ら れ
る 。  
以 上 よ り 为 介 護 者 の 健 康 管 理
行 動 に は 、年 齢 や 性 別 、要 介 護 者
の 介 護 度 等 の 外 的 要 因 よ り も 、为
介 護 者 が 積 極 的 に 支 援 サ ー ビ ス
等 を 取 り 入 れ て 介 護 を 他 者 に 依
頼 し 、休 養 を と る 事 を 優 先 す る 保
健 行 動 が 健 康 管 理 行 動 を 高 め 、そ
れ が 健 康 的 な 食 事 や 満 足 感 に 影
響 を 与 え て い る こ と が 示 唆 さ れ
た 。  
 
３ ．  研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  
本 研 究 で は 、都 市 近 郊 の 一 地 域
に お け る 4 つ の 居 宅 支 援 事 業 所
か ら 紹 介 を 受 け 、研 究 協 力 の 同 意
が 得 ら れ た 6 1 人 の 为 介 護 者 を 対
象 と し た 。調 査 デ ー タ の 信 頼 性 ・
妥 当 性 を 一 定 水 準 に 保 つ た め 訪
問 に よ る 調 査 を 実 施 し た 。そ の た
め 、限 ら れ た 期 間 内 で は 十 分 な 対
象 者 を 得 る に は 限 界 が あ っ た 。  
ま た 、倫 理 的 配 慮 及 び 研 究 の 特
性 に よ り 、研 究 協 力 機 関 の 管 理 者
に 訪 問 及 び 質 問 紙 調 査 が 可 能 で
あ る 対 象 者 の 選 定 を 依 頼 し た た
め 、対 象 者 の 一 般 化 に は 限 界 が あ
る 。  
今 後 は 対 象 者 数 を 増 や す と と
も に 健 康 管 理 行 動 を 向 上 で き る
よ う な 支 援 や 開 発 等 を 行 い 、在 宅
療 養 の 安 定 や 継 続 に 寄 与 す る 研
究 を 推 進 し て い く こ と が 重 要 だ
と 考 え る 。  
 
結  語  
 
本 研 究 で は 、在 宅 療 養 に お け る
为 介 護 者 の 健 康 管 理 行 動 に 及 ぼ
す 要 因 と そ の 関 連 性 を 明 ら か に
す る こ と を 目 的 に 、居 宅 支 援 事 業
を 受 け て い る 在 宅 療 養 者 の 为 介
護 者 6 1 人 に 対 し て 訪 問 調 査 を 実
施 し た 。保 健 行 動 の 優 先 性 、健 康
管 理 行 動 、健 康 的 な 食 事 、満 足 感
の 概 念 で 構 成 さ れ る 構 造 モ デ ル
に 対 し 共 分 散 構 造 分 析 で の 検 証
を 行 っ た 。  
そ の 結 果 、「保 健 行 動 の 優 先 性 」
は「 健 康 管 理 行 動 」に 及 ぼ す 要 因
で あ り 、「 健 康 管 理 行 動 」 は 「 健
康 的 な 食 事 」及 び「 満 足 感 」に 影
響 を 与 え 、「健 康 的 な 食 事 」は「 満
足 感 」に 影 響 を 与 え て い る こ と が
明 ら か に さ れ た 。  
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a n d  D i e t e t i c ,  K a m a k u r a  Wome n ’ s  U n i v e r s i t y  
 
A b s t r a c t  
T h i s  s t u d y  c l a r i f i e s  f a c t o r s  t h a t  i n f l u e n c e  p r i m a r y  c a r e g i v e r ’ s  h e a l t h  
m a n a g e m e n t  b e h a v i o r  i n  h o m e  c a r e  a s  w e l l  a s  t h e i r  r e l a t i o n s h i p s .   I n  
r e g a r d s  t o  t h e  m e t h o d ,  a  s u r v e y  w a s  c o n d u c t e d  t o  6 1  p r i m a r y  c a r e g i v e r s  
f o r  u s e r s  o f  c o m m u n i t y  l i f e  s u p p o r t  s e r v i c e s  a t  f o u r  l o c a t i o n s  i n  A C i t y  b y  
v i s i t i n g  t h e m  f o r  i n t e r v i e w s  a n d  u s i n g  s e l f - r e c o r d e d  q u e s t i o n n a i r e s .   A  
c o n c e p t u a l  f r a m e w o r k  w a s  p r e p a r e d  i n  a c c o r d a n c e  w i t h  t h e  t h e o r y  o n  
h e a l t h  b e h a v i o r  t o  r e v i e w  a t t r i b u t e s  o f  t h e  s u b j e c t s ,  a t t r i b u t e s  o f  p e o p l e  
i n  n e e d  o f  c a r e ,  p r i o r i t i e s  i n  h e a l t h  b e h a v i o r ,  h e a l t h  m a n a g e m e n t  b e h a v i o r ,  
h e a l t h y  d i e t ,  a n d  s a t i s f a c t i o n .   A s  a  r e s u l t  o f  c o v a r i a n c e  s t r u c t u r e  
a n a l y s i s ,  a d a p t a b i l i t y  o f  t h e  s t r u c t u r e  m o d e l  e x c e p t  a t t r i b u t e s  o f  s u b j e c t s  
a n d  o f  p e o p l e  i n  n e e d  o f  c a r e  s t a t i s t i c a l l y  s a t i s f i e d  t h e  l e v e l  o f  
a d a p t a b i l i t y .   I t  w a s  c l a r i f i e d  t h a t  p r i m a r y  c a r e g i v e r s ’  h e a l t h  
m a n a g e m e n t  b e h a v i o r  i n  h o m e  c a r e  r e l a t e s  t o  p r i o r i t y  i n  h e a l t h  
m a n a g e m e n t  b e h a v i o r ,  i n f l u e n c i n g  h e a l t h y  d i e t  a n d  s a t i s f a c t i o n .  
 
K e y  w o r d :  h e a l t h  m a n a g e m e n t  b e h a v i o r， p r i m a r y  c a r e g i v e r s， h e a l t h  
b e h a v i o r， F F Q g  
 
 
 
 
 
 
 
